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学
生
部
主
催
の
「
学
生
部

セ
ミ
ナ
ーin 

OKINAWA

」

が
９
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で

沖
縄
本
島
で
開
催
さ
れ
た
。

学
生
同
士
の
絆
を
深
め
な
が

ら
、
沖
縄
の
文
化
や
歴
史
を

学
ぶ
専
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
沖

縄
旅
に
、
１
〜
４
年
次
生
23

人
が
参
加
。
戦
跡
を
訪
ね
て

平
和
に
つ
い
て
学
び
、
民
泊

や
沖
縄
在
住
の
校
友
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
沖
縄
の
文
化

や
歴
史
を
学
ん
だ
。

　
沖
縄
で
の
学
生
部
セ
ミ
ナ

ー
は
昨
年
に
続
い
て
２
回

目
。
学
部
学
年
に
限
ら
な
い

学
生
同
士
の
交
流
や
、
沖
縄

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
る
。

　
旅
の
前
半
で
は
、
沖
縄
の

戦
争
の
歴
史
や
平
和
に
つ
い

て
学
ん
だ
。
県
営
平
和
祈
念

公
園
で
は
、
沖
縄
県
職
員
で

本
学
卒
業
生
の
島
津
典
子
さ

ん
（
平
６
法
）
が
平
和
講
話

を
行
っ
た
。
沖
縄
戦
に
備
え

首
里
城
の
地
下
に
作
ら
れ
た

第
32
軍
司
令
部
壕
や
、
激
戦

地
の
一
つ
嘉
数
高
台
公
園

（
宜
野
湾
市
）、
ひ
め
ゆ
り
の

塔
（
糸
満
市
）
を
訪
問
し
、

学
芸
員
や
市
の
担
当
者
ら
か

ら
、
沖
縄
戦
や
現
在
の
基
地

問
題
な
ど
の
話
を
聞
い
た
。

　
後
半
は
本
島
北
西
部
の
本

部
町
に
民
泊
。
同
町
で
シ
ー

ク
ワ
ー
サ
ー
農
園
を
営
む
饒

平
名
知
春
さ
ん
（
昭
46
法
）

宅
で
収
穫
を
体
験
し
た
。
シ

ー
ク
ワ
ー
サ
ー
を
触
る
の
も

初
め
て
と
い
う
学
生
も
お

り
、
収
穫
の
コ
ツ
を
つ
か
む

の
に
一
苦
労
し
て
い
た
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
泊
先
で

は
、沖
縄
こ
と
ば（
う
ち
な
ー

ぐ
ち
）を
教
わ
っ
た
り
、三
線

や
シ
ー
サ
ー
作
り
な
ど
を
体

験
し
た
り
し
て
、
沖
縄
の

人
々
の
温
か
さ
に
触
れ
た
。

　
最
終
日
は
同
町
の
具
志
堅

就
職
だ
よ
り

　〈
進
路
決
定
し
た
４
年
次

生
へ
〉
進
路
決
定
者
は
「
進

路
届
」
を
就
職
支
援
シ
ス
テ

ム
「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」
も
し
く

は
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
窓

口
に
て
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。「
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ

ｓ
」
か
ら
「
就
職
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
回
答
に
も
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

　〈
１
〜
３
年
次
生
へ
〉
就

活
を
終
え
た
先
輩
に
直
接
相

談
で
き
る
期
間
限
定
相
談
会

を
10
月
７
〜
25
日
（
平
日
の

み
）
で
実
施
し
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
業
界
か
ら
内
定
を
得

た
先
輩
が
曜
日
替
わ
り
で
相

談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
の

で
、
積
極
的
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
就
職
支
援

シ
ス
テ
ム
「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
研
究

セ
ミ
ナ
ー
」
を
11
月
11
〜
29

日
で
実
施
し
ま
す
。
業
界
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

や
秋
冬
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

参
加
に
あ
た
り
特
典
を
設
け

て
く
れ
る
企
業
、
専
修
大
学

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
登
壇
す
る
企

業
な
ど
が
参
加
し
ま
す
。
学

外
の
説
明
会
で
は
実
現
で
き

な
い
専
修
大
学
限
定
の
特
典

や
情
報
を
得
な
が
ら
、
自
身

の
業
界
や
企
業
の
視
野
を
広

げ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
積
極

的
に
参
加
し
て
秋
冬
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
や
企
業
の
最
新

情
報
を
入
手
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

１２７年前の韓国人留学生

　専修大学には、アジアを中心に世界各国から多

くの若者が短期や中長期の留学生として勉学など

に励んでいます。

　本校の創立者である目賀田種太郎は1870年から

一時帰国を挟んで1879年まで、相馬永胤と田尻稲

次郎は1871年から1879年まで、そして駒井重格は

1874年から1879年までにそれぞれ米国の大学で法

律学や経済学などを学んでいました。米国留学か

ら帰国した４人は、1880年に日本で最初の日本語

による法律学と経済学が学べる高等教育機関を開

校、我ら専修大学の誕生であります。

　ところで専大には、1897年に大韓帝国（朝鮮）

からの留学生がいたことを知る人は多くないで

しょう。つまり127年前の本校には兪承兼、申佑

善、池逸燦、徐廷岳の４人の韓国人留学生がいた

のです。

　彼らは慶應義塾で日本語や一般教養科目を修学

します。そしてより専門性の高い教育を受けるた

めに、専大の前身である専修学校の理財科（経

済科）へと進みま

す。日本人と同じ

く、経済学や簿記

学などの講義を受け試験に臨みました。彼らは日

本留学から帰国後、専大の創立者のごとく官僚と

して、そして大学教員として、国の近代化や人材

育成に大きな貢献を果たします。特に兪承兼は、

田尻をはじめ当時の講師陣に大きな影響を受け

て、西欧経済学や世界史に関する著書を数多く残

しています。高麗大学の開校時の講師として大学

教育にも尽力しました。日本で西欧経済学を体系

的かつ総括的に学ぶことのできた唯一の私立学校

であった専大の高い教育レベルがうかがえます。

　兪承兼は韓国の西欧経済学導入史において大き

な役割を果たした人物で、「韓国のアダム・スミス

ともいうべき人物でもある」とも評価されていま

す。偶然にも彼とは、生まれ育った故郷が一緒だ

ったので、誇り高く、不思議な縁も感じています。

 （学生部委員・趙時英）

主なキャリア形成支援プログラム（後期）
ラライブ配信　　オオンライン　　動動画配信　　対対面

プログラム名 日程 形式

適性検査：
ＶＲＴ職業レディネス・テスト（有料）

申込期間：～ 2/28(金)
視聴期間：～ 3/31(月) 動

ＳＰＩ準備講座（有料） 申込期間：～ 2/28(金)
視聴期間：～ 3/31(月) 動

ＳＰＩ模擬試験 受検期間：～ 3/28(金) オ

プレゼンテーション強化セミナー
【実践編】 生田：11/8(金) 対

企業人事担当者による模擬面接会
オンライン：11/16(土)
生　　 田：12/14(土)
神　　 田：  ２/20(木)

オ

対

心理検査：
自己理解ワークショップ（有料）

生　　 田：11/19(火)
神　　 田：12/19(木)
サテライト：  ２/ ５(水)

対

３大学合同
グループディスカッション実践講座 11/30(土) 対

学内OB・OGオンライン相談会 12/ ２(月) ～６(金)
12/ ９(月)予定 オ

ＩＲ情報で読み解く、就活のリアル
～企業情報編～ 1/28(火) ラ

※詳細はS-netで。事前申し込みが必要なプログラムもあります。

キャリア形成支援課では、上記以外にも低年次向けのキャリア形
成支援プログラムを実施しております。詳細は in Ｃampus、Ｓ-net
をご確認ください。

ビ

ー

チ

で
「Clean 

Town 

in OKINAWA

」
を
実
施
。
旅

の
感
謝
の
思
い
を
込
め
て
浜

辺
で
清
掃
活
動
を
行
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
学

生
は
「
沖
縄
戦
の
話
を
聞
け

た
の
が
と
て
も
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
。
ひ
め
ゆ
り
平
和

祈
念
資
料
館
で
見
た
手
紙
や

映
像
、
肖
像
画
は
と
て
も
印

象
的
で
、
も
う
二
度
と
戦
争

は
起
き
な
い
で
ほ
し
い
と
思

っ
た
」「
初
め
て
三
線
を
体
験

で
き
て
よ
か
っ
た
」「
参
加
す

る
前
は
、
知
ら
な
い
人
ば
か

り
で
不
安
が
あ
っ
た
が
、
事

前
学
習
を
含
め
て
他
学
年
、

他
学
部
の
人
と
仲
良
く
な
れ

た
し
、
民
泊
を
通
じ
て
更
に

絆
が
強
く
な
っ
た
」
と
感
想

を
語
っ
て
い
た
。

感謝を込めて浜辺の清掃活動を行う参加者

セミナーに参加した学生たち
学
生
部
セ
ミ
ナ
ー

沖
縄
の
文
化
や
歴
史
学
ぶ

沖
縄
の
文
化
や
歴
史
学
ぶ

　秋の夜長に、落語を楽しむ「第６回

黒門寄席」が10月４日、神田キャンパ

スの相馬永胤記念ホールで開かれた。

　本学落語研究会出身の落語家・桂小文治さん（昭55商）と鶯春亭

梅八さんが出演した。梅八さんが小話と「真田小僧」で会場を温め

ると、小文治さんは古典落語の「天狗裁き」を表情豊かに熱演。熟

練の話芸で、来場者に笑いを提供した。

　黒門寄席は、地域交流・地域貢献の一環として2021年にスター

ト。今回も卒業生や近隣の方らが大勢来場した。佐々木重人学長は

あいさつで、「江戸の雰囲気が残る神田の地で、古典落語を楽しん

でください」と歓迎した。

秋
の
夜
長
に
笑
い
提
供

黒
門
寄
席

黒
門
寄
席

表
情
豊
か
に
熱
演
す
る
小
文
治
さ
ん

とともにともに
社会貢献活動地域地域

　
後
期
か
ら
生
田
・
神
田
両
キ
ャ
ン
パ

ス
の
８
カ
所
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
の
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
を
設
置
、
無
償

で
提
供
を
始
め
た
。

　
経
済
面
や
環
境
面
な

ど
諸
事
情
に
よ
り
生
理

用
品
を
十
分
に
入
手

で
き
な
い
「
生
理
の
貧

困
」
と
い
わ
れ
る
社
会

問
題
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
本
学
で
は
２
０
２

１
年
度
か
ら
食
料
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
生
理
用
品
の

無
償
配
布
を
継
続
し
て
い
る
。

　
今
回
、
支
援
を
拡
大
し
、
育
友
会
や

校
友
会
、
教
職
員
等
の
寄
付
で
実
施
し

て
い
る
食
料
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
４

弾
と
し
て
生
理
用
品
の
提
供
を
始
め

た
。

生
理
用
品
の
無
償
提
供
を
開
始

食
料
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
４
弾

【設置場所】

生田キャンパス
 １号館 １階（114教室横）
 ２号館 １階
 ４号館 ２階
 ９号館 ５階（ゼミ95G側）
10号館 ４階（エレベーター裏）

神田キャンパス
 １号館 地下１階
 ９号館 １階
10号館 ７階


